
４　文化的で豊かな共生社会の実現

事業番号

R6(2024)

　全ての図書館資料へのＩＣタグの貼付が完了し、セルフ貸出等のＩＣＴ化推進のための基盤を整備
するとともに、真砂中央図書館にセルフ貸出機を先行で導入しました。
　また、電源付き閲覧席の増設や電源の追加設置により学習環境設備を拡充し、拠点図書館では閲覧
席の利用要件を緩和し、館内資料の閲覧目的以外での利用を可能としました。

R6(2024)

　小石川図書館の改築について、中間のまとめについてのパネル展示及び説明会等で周知と意見募集
を行い、それらを踏まえ、区民ミーティングを２回開催しました。
　湯島図書館の改築については、整備の考え方を整理し、湯島総合センター整備方針において方向性
をまとめました。
　また、館内設備等の老朽化が進んでいる本駒込図書館について、改修工事の実施設計を行いまし
た。

主な取組実績

R5(2023)

　学習環境の整備について、利用者アンケートを実施し、図書館の利用目的や利用時間、席利用の現
況を把握するとともに、利用環境に関する意見を集め、多様な利用者ニーズを踏まえた学習利用の緩
和等に向けた検討に着手しました。

R7(2025)

●特記事項（実績の補足）

138

老朽化した図書館の改築 真砂中央図書館
地域の身近な学習拠点として求められる機能を
備えた図書館を整備する。

222,680,374千円

(299,141千円)

主な取組実績

R5(2023)

　小石川図書館の改築について、竹早公園と一体的に整備するため、図書館に新たに実施・拡充する
機能やサービス、それらを実現するための蔵書目標等を検討し、竹早公園・小石川図書館一体的整備
基本計画（中間のまとめ）として整理しました。

R7(2025)

　小石川図書館の改築については、竹早公園と一体的に整備するため、各施設に求められる機能や運
用及び検討の進め方に対して、調査や検証が必要な課題・検討事項を整理し、それらについて、現状
の把握、利用状況の分析及び事例の調査を行いました。
　湯島図書館の改築については、湯島総合センター整備方針を踏まえ、図書館サービスの方向性等の
検討を進めました。
　本駒込図書館については、改修工事の施工事業者が決定し、令和７年10月から工事を開始しまし
た。休館期間中は、勤労福祉会館に仮事務室を設置し、一部のサービスを継続して実施しています。

　昨年度サービス提供を始めた真砂中央図書館で得られた知見を活かしながら、令和８年１月から、
全館で貸出等のセルフ化を開始しました。円滑な利用者動線を確保するための機器の配置などを行う
とともに、区報やポスター掲示等さまざまな媒体を活用した積極的な広報活動や利用キャンペーンを
実施し、サービスの周知及び利用促進を図りました。

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

137

区立図書館の「学びの拠点」
としての機能向上

真砂中央図書館
基礎的な機能によるサービスに加え、ＩＣＴ化
の推進や学習環境の整備により、図書館の機能
を向上させる。

152,962千円

(149,515千円)

事業費（令和７年度）　上段：実績　下段：当初予算

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどうなっ

たか」を記しています。

令和８年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策

主要課題 No. 37 図書館機能の向上

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転記

しています。

４年後
の目指
す姿

　老朽化した図書館の改築の対応が計画的に進められるとともに、図書館利用者の利便性が
向上し、多様な学習活動のできる空間となり、地域の「学びの拠点」としての機能が向上し
ている。

計画期
間の方
向性

〇「学びの拠点」としての図書館の機能向上
　図書館利用のセルフ化などＩＣＴ化の推進により利用者の利便性の向上を図るとともに、区民の多
様な学習を支える環境づくりや地域密着型の情報発信など、施設の改築やシステム更新の機会を捉え
ながら、「学びの拠点」を追求します。

〇老朽化した図書館の改築
　小石川図書館は竹早公園との一体的な整備を進め、湯島図書館は湯島総合センターの改築にあわせ
た整備を進めます。



【ＳＤＧｓの視点】

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、今後の戦略としての進め

方を記しています。

　いつでもどこでも学べる環境づくりとして、従来実施しているサービスに加え、令和８年度に①３Ｄ書架の開
設②シビックセンターに予約図書受取ボックスの設置③小中高校生世代向け電子図書館ＩＤ・パスワードの配付
を実施し、更なる利便性の向上を図ります。
　また、小石川図書館については、引き続きこれまでに寄せられた意見・課題等の整理や区民参画による検討内
容や体制等の検討を進めます。
　湯島図書館については、湯島総合センターの管理・運営計画策定支援事業者および設計者の事業者公募・選定
を関係部署と連携して進めます。
　本駒込図書館については、令和９年１月のリニューアルオープンに向けて、工事の進捗確認をしながら、什器
等の搬入作業および開館に向けた広報活動を行います。

　小石川図書館と竹早公園の一体的整備については、立場の異なる施設利用者の様々な意見があるため、お互い
の考えを尊重しながら、敷地全体の有効な土地利用について合意形成を図りながら検討を進める必要がありま
す。
　湯島図書館の改築については、湯島総合センターの他機能との連携や、情報発信の拠点として施設・利用者が
つながる環境づくりとともに、工事休館中の対応を検討する必要があります。

●図書館利用者の満足度と設備満足度

　だれもが、いつでもどこでも学べる環境づくりとして、電子書籍やオーディオブック等ＩＣＴを活
用したアクセシブルな資料の充実を図るとともに、多様なニーズに対応した資料提供などを行いまし
た。また、セルフ化サービスの導入により、より気軽に貸出や返却が行える利用環境を提供していま
す。

３　成果や課題は何か（点検・分析）

　更なる図書館機能の向上を図るため、利便性を高め、だれもがどこでも図書館を利用しやすい環境を整備して
いく必要があります。

〇老朽化した図書館の改築

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

無 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

〇「学びの拠点」としての図書館の機能向上

％

※R7年度よりアンケートの選択肢を5択から4択に変更し、

「普通」評価を削除しました。


